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中期経営５ヵ年計画の3年目。
グループ一丸となって、
業容と業績の拡大に
取り組みます。

当中間期の連結営業収益は、拡販や料金改定の効果、物流
センターの開設効果、海外のグループ会社およびライフ
サポート事業会社を連結子会社化したことなどにより、
2,820億70百万円と対前年同期比217億30百万円の
増収となりました。
利益面におきましては、外注費の上昇などのコストアップ

がありましたが、先に述べた増収効果、生産性向上の取り組
みなどにより、連結営業利益は、103億43百万円と対前年

当第2四半期連結累計期間(中間期)における日本経済は、
雇用・所得環境の改善が続いたものの、米中の貿易摩擦に
よる海外経済の減速顕在化などで、先行き不透明な状況で
推移いたしました。

平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
ここに第103期中間期における営業の概況と
決算につきましてご報告申し上げます。

当中間期の取り組みと業績

代表取締役社長

福田 泰久

株主の皆さまへ

当中間期の事業環境当中間期の事業環境
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当社は、安定配当に加え、業績連動を考慮した配当を実施
することを利益配分に関する基本方針としております。
当期の中間配当金につきましては、1株当たり13円とし、
年間配当金は期末配当金と合わせ、26円を予定しており
ます。
今後も、当社はグループ一丸となって、さらなる発展に全力

で取り組んでまいりますので、株主の皆さまにおかれましては、
一層のご支援、ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。

同期比12億35百万円の増益、連結経常利益は、101億
55百万円と対前年同期比7億87百万円の増益となりました。
親会社株主に帰属する四半期純利益は、64億31百万円と
対前年同期比8億14百万円の増益となりました。

物流事業では、前年度に開設した物流センターならびに
当年度５月稼働の「印西ロジスティクスセンター」および７月
稼働の「関西支店センター」の開設効果、拡販や料金改定
の効果、海外のグループ会社７社を連結子会社化したこと
などにより、営業収益は1,961億99百万円と対前年同期比
121億55百万円の増収、セグメント利益は88億8百万円
と対前年同期比14億5百万円の増益となりました。
商事貿易事業では、大手量販店グループ向け家庭紙の

拡販、貿易事業でのケミカル素材・アパレル商材の拡販など
がありましたが、外注費の上昇などのコストアップがあり、
営業収益は779億3百万円と対前年同期比74億76百万円
の増収、セグメント利益は9億95百万円と対前年同期比
1億41百万円の減益となりました。

免責事項
本報告書で記述されている将来についての事項などは、予測しない経済状況の変化
などさまざまな要因の影響を受けるため、その結果について当社グループが保証する
ものではありません。

事業別の取り組みと業績

年間配当金は26円を予定

その他事業では、飲食事業を展開するウエノ商事㈱
（2019年10月1日付で㈱ライフイートへ商号変更）を連結
子会社化したこと、介護・フィットネス店舗の新規出店など
により、営業収益は79億67百万円と対前年同期比20億
99百万円の増収、セグメント利益は9億6百万円と対前年
同期比1億30百万円の増益となりました。



物流センターなどの開設や、拡販、
料金改定の効果、海外のグループ
会社７社を連結子会社化したことなど
により、営業収益は1,961億99百
万円と対前年同期比121億55百
万円の増収、セグメント利益は88億
8百万円と対前年同期比14億5百
万円の増益となりました。

冷凍冷蔵分野、量販店・小売分野、
電気機器・機械分野が伸長し、73億円
の増収となりました。

既存物量の増加と調達物流の拡大
で20億円の増収となりました。

化学品の拡販や樹脂などの物量増
で29億円の増収となりました。

当中間期の収入は、前年並みの151
億円となりました。

流通ロジスティクス

全社売上高・構成比

住宅物流

ケミカル物流

その他物流

103期中間期の業績の概況をお知らせします
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物流事業

■ 物流事業

 売上高 1,962 億円
 売上構成比 69 %

■ 商事・貿易事業

 売上高 779 億円
 売上構成比 28 %

■ その他事業

 売上高 80 億円
 売上構成比 3 %

商事・貿易事業 物流事業

その他事業

全社売上高

2,821
億円

3,000

2,000

1,000

0

5,000

4,000

6.6%

UP
1,840 1,962

1,035

152
357
297

151
386
317

1,108

3,754
3,916

（通期計画）

流通ロジスティクス
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2019年3月期 2020年3月期

セグメント別の概況

事業収入
事業別構成比 69%

住宅物流
売上構成 317億 16%
流通ロジスティクス
売上構成 1,108億 56%

その他物流
売上構成 151億 8%
ケミカル物流
売上構成 386億 20%　 合計

1,962
億円
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商事・貿易事業

その他事業

家庭紙や貿易事業での拡販などで、７５億円の増収となりました。 

連結効果や介護・フィットネス店舗の新規出店などにより、２１億円の増収と
なりました。

事業収入
事業別構成比 28%
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フォーカス

センコーグループは世界13カ国、55拠点でフォワーディング事業、コールドチェーン物流、
チェーンストア物流などを中心に事業展開し、367億円を売り上げています。（2019年３月期） 

センコーグループの海外展開 
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世界に事業拠点を持つ強みを生
かし、国境を超えた輸送手配を
行うフォワーディング事業の展開
で、グローバル化を進めるお客様
のビジネスを支えています。

フォワーディング事業

食品などを冷凍・冷蔵状態で輸送
するコールドチェーン物流を中国
や東南アジアを中心に展開し、
需要が増大する外食産業などを
支えています。

コールドチェーン物流

スーパーやドラッグストアなど
日本国内のチェーンストア物流
で培ったノウハウで、中国や東南
アジアへの進出が相次ぐ日系企業
の店舗展開を支えています。

チェーンストア物流

フォワーディングが主力のスカイリフト社 国際物流をトータルコーディネート

１０月開設のM-SENKOロジスティクスセンター（タイ） M-SENKO社の冷凍・冷蔵トラック

お客様で賑わう青島の日系スーパーマーケット日本と同じ品質での店舗配送
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トピックス

従業員、株主・投資家様とともに、
社会に役立つ会社を目指してまいります。

2019年5月、センコー㈱は千葉県印西市に「印西ロジス
ティクスセンター」を開設しました。
新センターは、センコーグループでもトップクラスの規模

を誇り、ＡＧＶ（無人搬送車）やスマートフォンで検品作業が
可能なシステム導入など、省人化・機械化にも力を入れて
います。また、首都圏全域をカバーし、全国をつなぐ高速
道路へのアクセスも良い
好立地の物流拠点です。
構内にはカフェテリアや

コンビニエンスストアを
併設し、従業員が働きやす
い環境を整えています。

千葉県印西市に
「印西ロジスティクスセンター」を開設

センコーグループは従業員の部活動を推進しています

2019年7月、東京納品代行㈱は電気トラック(e-Canter)
を2台導入しました。
これは欧州ラグジュアリーブランドのルイ・ヴィトン・
ジャパン㈱さんの協力を得て、東京都内の一部店舗配送を
切り替えるもので、三菱ふそう・バス㈱さんと連携し、国内
初となるハンガー車仕様の電気トラックを開発しました。
ルイ・ヴィトンさんの
本拠地欧州では、環境に
配慮した物流網構築が求
められており、今後も積極
的に「環境配慮型物流」を
推進していきます。

センコーグループでは、従業員相互のコミュニケーション

促進と企業ＰＲのため、部活動を積極的に推進しています。

柔道部では、2019年2月にポルトガルで開催された

世界大会（ヨーロッパオープン・オディヴェーラス）で60kg

級に出場した部員が優勝という快挙を成し遂げました。

またゴルフ部では、7月のポルトガルでのダブルス世界

ハンガー車仕様の電気トラックを開発し
地球環境に配慮した配送を強化
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センコー

創業100年の歴史 ⑧

2014年にグループ
入りした㈱ランテック

2016年にグループ
入りしたアクロスト
ランスポート㈱

事業領域の拡大でさらなる成長

2010年にスタートした中期経営計画で、
「物流センター事業の拡大」方針が掲げ
られました。大型のＰＤセンターをはじめ、
さまざまな機能を備えた物流拠点を国内
外に積極展開して保管面積が大きく増大
したことで、大手量販店やディスカウント
ストアなどを中心に新たなお客様とのお取
引も増えていきました。
また、アパレル・ファッションや冷凍冷蔵
輸送などに強みを持つ会社をグループに
迎えるなどМ＆Ａを本格化し、提供する物流
サービスの多様化を進めました。
商事・貿易事業でも、流通商社などを

グループに迎え、商流・物流一体型サービス
を提供するなど、事業領域を拡大させて
いきました。大会（ワールドコーポレートゴルフチャレンジ）で、5位と

いう結果を残すなど、世界レベルの実力を持つ部員が活躍

しています。

剣道部や水泳部、テニス部なども活動を本格化させて

います。部員は仕事との両立を図りながら、日々練習に励ん

でおり、グループ全体としても活動を支援していきます。

センコーグループホールディングス㈱は、2019年8月～
9月、個人投資家向け説明会を東京と大阪で開催しました。
延べ約600名の来場者の方に、グループの概要や2019
年3月期の決算などについてご説明しました。また、ライフ
サポート事業についても介護、フィットネス、家事代行を展開
するグループ会社の取り組みをご説明しました。
説明会は今後も積極
的に開催する予定です。
詳細を随時、ホームページ
に掲載しておりますので
ぜひご覧ください。

個人投資家向け説明会を
東京・大阪で開催
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連結財務状況
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2019年3月31日 2019年9月30日

貸借対照表の概要 単位：百万円

投資
その他の
資産ほか
48,990

流動負債
98,669

固定負債
114,926

純資産
126,895

資産合計・負債純資産合計

348,111

流動資産
117,263

有形固定資産
162,214

無形固定資産
12,022

投資
その他の
資産ほか
46,759

流動負債
104,319

固定負債
112,691

純資産
131,101

流動資産
121,080

有形固定資産
166,944

無形固定資産
13,327

資産合計・負債純資産合計

340,491

財務諸表グラフ
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損益計算書の概要

営業収益

260,339

営業活動
キャッシュ・フロー

9,335

投資活動
キャッシュ・フロー
△13,133

財務活動
キャッシュ・フロー

2,486

経常利益
9,368

営業利益
9,108

親会社株主に
帰属する

四半期純利益
5,616

現金及び現金同等物の
期首残高

23,795

現金及び現金同等物の
四半期末残高

23,504

http://www.senkogrouphd.co.jp/ir/library/brief/

詳細な財務諸表は、下記URLもしくは
右の2次元バーコードからご覧いただけます。

現金及び
現金同等物に
係る換算差額ほか

1,020

営業活動
キャッシュ・フロー

15,039

投資活動
キャッシュ・フロー
△9,590

財務活動
キャッシュ・フロー
△3,810

現金及び現金同等物の
期首残高

22,801

現金及び現金同等物の
四半期末残高

24,782

現金及び
現金同等物に
係る換算差額ほか

341

単位：百万円

キャッシュ・フロー計算書の概要 単位：百万円

2018年4月1日～2018年9月30日

2018年4月1日～2018年9月30日

2019年4月1日～2019年9月30日

営業収益

282,070 営業利益

10,343 親会社株主に
帰属する四半期純利益

6,431
営業原価
248,942

営業外
収益
985

営業外
費用

1,173

販売費及び
一般管理費

22,784
特別
利益
228

特別
損失
202

法人税
等

3,511

非支配株主に
帰属する

四半期純利益
239

経常利益

10,155

2019年4月1日～2019年9月30日



〒135-0052 東京都江東区潮見二丁目8番10号
URL http://www.senkogrouphd.co.jp

株主メモ
事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先

三菱UFJ信託銀行株式会社
大阪証券代行部
〒541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目６番３号
TEL 0120-094-777（通話料無料）

公 告 の 方 法

電子公告により行う
公告掲載URL  http://www.senkogrouphd.co.jp 
（ただし、電子公告によることができない事故、
その他のやむを得ない事由が生じた場合には、
日本経済新聞に公告いたします。）

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所

定 時 株 主 総 会 毎年6月

（ご注意）
１． 株主さまの住所変更、買取請求、配当金の振込指定、その他各種お手続き
につきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社な
ど）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社などに
お問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱い
できませんのでご注意ください。

２． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱
UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の
口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ
信託銀行全国本支店でもお取次ぎいたします。

３． 未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いいた
します。

４． 株式に関する『マイナンバー制度』のご案内  
 税務関係のお手続きのため、株主さまから、お取引の証券会社などへマイ
ナンバーをお届出いただく必要がございます。お届出のお手続きについては、
口座を開設されている証券会社などへお尋ねください。  

会社概要 （2019年9月30日現在）

商 号

創 業
設 立
本 社 所 在 地
資 本 金
グループ従業員数
グループ会社数

センコーグループホールディングス株式会社
（SENKO Group Holdings Co., Ltd. ）
1916年9月
1946年7月
東京都江東区潮見二丁目8番10号
265億28百万円
17,457名
131社(子会社121社、関連会社10社)

役員 （2019年9月30日現在）

代 表 取 締 役 社 長

取締役 常務執行役員

取締役 常務執行役員

取締役 常務執行役員

取締役 常務執行役員

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

福田　泰久
佐々木　信郎
白木　健一
上中　正敦
村尾　進一
山中　一裕
米 司 　 博
谷 口 　 玲
　野　仁子
杉浦　康之
荒木　葉子

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

常 勤 監 査 役

常 務 執 行 役 員

常 務 執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

執 行 役 員

松原　圭治
鷲田　正己
安光　幹治
松 友 　 泰
大 野 　 茂
竹 谷 　 聡
篠原　信治
小久保 悟
増田　康裕

（2019年9月30日現在）株式の状況

所有者別株式分布

発行可能株式総数
発 行 済 株 式 総 数
株 主 総 数

294,999,000株
152,861,921株
8,726名

個人・その他
8,204名
22,605,522株 / 14.79%

外国法人等
214名
28,285,256株 / 18.50%

その他国内法人
222名
37,608,764株 / 24.60%

金融機関
55名

63,175,774株 / 41.33%

金融商品取引業者
30名

990,645株 / 0.65%

所有者別
株式分布


